
令和６年度 第１回中央市地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

日 時：令和６年５月２７日(月) 午後１時３０分～ 

場 所：中央市役所本館 ２階 防災対策室２  

出席者：１４名（欠席者：５名） 

      赤岡会長  橘田委員  篠原委員  池田委員  菊島委員   

北田委員（代理：重田氏）沼尾委員  鈴村委員  矢野委員（代理：浅川氏）  

古屋委員  伊藤委員  加藤委員  佐々木委員 

（事務局：今福課長・土橋主幹・渡辺副主幹・二階堂主任） 

 

会議概要 

 

1 開  会 

 

2 議 題 

 （１）役員選出  

    「副会長」 

副会長は規約第６条第３項により、「委員の互選によりこれを選任する。」 

委員からの立候補及び推薦を確認。※意見等なし  

事務局案として学識経験者である佐々木委員を提案。 

委員より異議なし。 

副会長 佐々木委員 に決定。 

 

「監 事」 

監事は規約第７条第１項により、「委員の互選によりこれを選任する。」 

委員からの立候補及び推薦を確認。※意見等なし 

事務局案として社会福祉協議会事務局長 加藤委員、商工会会長 浦田委員を提案。 

委員より異議なし。（承認） 

監事 加藤委員 浦田委員 に決定 

 

（２）令和５年度事業報告・会計報告・会計監査報告について 

事務局より【資料１―１～１－３】に基づき、説明。 

加藤監事から会計監査報告。 

委員より意見、質問なし。 



（３）令和５年度とまチュウバス利用実績報告について 

事務局より【資料２―１、２－２】に基づき、説明。 

委員より意見、質問なし。 

 

（４）中央市地域公共交通計画について 

   事務局より【計画概要版】に基づき、説明。 

   補足：計画本編及び概要版については部数に限りがあることから、来年度以降、 

      必要に応じて後任者への引継ぎを依頼。 

 

   委員より意見、質問なし。 

 

（５）令和６年度事業計画（案）及び予算（案）について 

事務局より【資料３―１、３－２】に基づき、説明。 

別紙「とまチュウバス無料運行チラシ」 

〇質 疑 

 委員 A 

 問：予算案の歳入について、4諸収入の運賃収入及び預金利子を 80万円とする 

根拠は。利用者数の実績をみると、もう少し見込まれるのではないか。 

    答：近年の運賃収入額を目安としている。 

運賃無料もしくは 100円の利用者が多くの割合を占めていることや、利用者数 

が若干の減少傾向にあることも考慮している。 

 問：事業計画について、毎年、啓発事業を展開しているのであれば、啓発効果等を 

分析し、結果を事業報告に反映(明記)してはいかがか。 

    答：来年度以降、効果を検証し事業報告に反映させる。 

 

委員より異議なし。（承認） 

 

・中央市デマンド交通導入支援業務について 

事務局より【資料３－３】仕様書（案）に基づき説明。 

委員より異議なし。（承認） 



 

（６）令和７年度地域公共交通確保維持改善事業計画（案）について 

    事務局より【資料４】に基づき、説明。 

    補足事項：現時点で本年度の申請様式が示されていないため、昨年度の様式を活用。 

         様式変更や軽微な修正を要する場合は事務局に一任いただきたい。 

   〇意見等 

    委員 B 

・「２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果」の（１）事業の目標に 

ついて、年間利用者数に参考値 10,000人以上と記載があるが、記載は必要か。 

   ●対 応 

・市交通計画にも具体的な数値を示していないため、記載の必要性を確認し、不要 

であれば削除する。 

 

委員より異議なし。（承認） 

 

（７）規約の改正について 

   ・中央市地域公共交通活性化協議会規約（改正 10号） 

   ・中央市地域公共交通活性化協議会プロポーザル方式選定員会設置要綱（改正 1号） 

事務局より【別紙、規約（案）、要綱（案）、新旧対照表】に基づき、説明。 

 

委員より異議なし。（承認） 

 

3 その他 

    事務局 

   ・本協議会終了後、第 1回中央市地域公共交通活性化協議会プロポーザル方式選定員 

会を開催する。 

   ・第２回協議会を令和６年７月下旬もしくは８月に開催予定。 

 

 

4 閉 会 


